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1 山本唯人編，2014，『東日本大震災における支援活動と地域社会――岩手県大船渡市を中心




























社会調査に関わるこれまでの経験③: NPO サーベイ 
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わりつつ研究しているというもので、対象も方法も全然違うけれども、支援と調査がむしろ緊
張する場面とかも、おそらくあったりすると思うんですね。ここは支援を優先するのか調査を
優先するのかとか。あるいは、調査を続けていると、どうしても本当に支援一本でやっている
人にやっぱり勝てないなと僕は思うんですね。勝つとか負けるっていう言い方はちょっと違う
けれど、そこには支援者になりきることができない自分もいると思うんですね。やっぱり、フ
ィールドだったり実際の支援について一番詳しいのはフィールドの人で、その意味で、僕はフ
ィールドの人には、もうなんというか、かなわないというか。ただ他方で、支援をしたいのか
と言われると、そういう部分ももちろんあるのだけれど、それもまた違うというか。なんとい
うか、僕自身はそうなので、そのあたりの話は結構重要なのかなと思っています。あるいは、
NPO を立ち上げるということについても、その場の必然性もあったのかもしれないですが、あ
る意味では、大学では調査できないという側面もあったかもしれなくて、だから大学の外に出
るっていうのがひとつの戦略だったという部分もあったかもしれないと思うんです。あえて大
学ではやらずに NPO でやることはなにかとか、そのへんの話をもう少し聞きたいなと思いま
す。 
 なぜこのような話を聞くかというと、最初の植田さんの問題提起に戻ると思うんですけど、
社会調査に関することはいろいろと議論されていますが、それを乗り越える暗黙知やヒントみ
たいなものが、それぞれの調査者の経験のなかにあるのではないかと僕も思っていて、調査者
-被調査者関係の問題についても、既になんらかのかたちでクリアといいますか、鍵括弧つきで
の「クリア」をしてきたと思うんですね。なので、そのへんの話を伺うことが、まずは大事な
のかなというか、僕は知りたいなと思います。ちょっと大きな質問になりますが、こういった
ことを聞いてみたいという感じです。どうでしょうか。 
 
 
 
  
